
（別紙２－３）

平成　２３　年　２　月　１１　日

【目標達成計画】

ゆったりと過ごす機会が 増やし、ゆとりある生 地域や利用者にとって

少ない 活を目指す ＧＨの役割や利用者や

157 家族の思い、能力を十分 ６ヶ月

に汲み取りゆとりを持つ

アセスメント調査をし、

ケアプランを見直す

福祉職員としてのやり ・研修や勉強会に多く ・研修や勉強会に多く 随時研修

266がいや誇り、意欲が低迷 　参加して知識や技術を 　参加して知識や技術を 参加

傾向にある 　習得し、自信につなげ 　習得し、自信につなげ

　意欲を持つ 　意欲を持つ

・処遇の改善も検討する ・処遇の改善も検討する 代表と会議

かけ協力得る

ＧＨで開催されるイベン 運営推進会議のメンバー 家族へは、定期的に発行

3 4トや勉強会、研修等の や家族、自治会などにも しているお便りにて紹介 開催時期に

活動を家族や地域に報告 資料や活動内容を公表 する。地域へは、定例会 行なう

がなされていない していく に参加し報告する

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

業務の見直しを行い

能力を十分に発揮され 場を広げる。また、家族 　り入れる ６ヶ月

を持つ

や特技を活かし、活動の 　手芸　唄）の時間を取

ていない やボランテイアにも呼び

職員は、業務におわれ
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現状における
問題点、課題

利用者と職員が、一緒に

職員個人の持っている

２　　目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

職員の持っている趣味 ・日課に趣味活動（書道　

事業所名 グループホームさしかた　　　　　　　　　　

利用者と関わる時間を


